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１．はじめに

初代十勝大橋は昭和 年に供用を開始して以来、平成 年に解体されるまでの 有余年にわたって健全性を16 8 50

保ってきた。本橋に用いられた橋体コンクリートの許容圧縮応力度は、当時としては最高の ～ と6.0 6.5N/mm2

したため、多くの試験を行って慎重に配合を決定し、施工にあたっては厳重な管理が行われた 。
1)

供用期間中に数度の調査 及び補修は行われたものの、 数年にわたる苛酷環境下のもとでもその健全性を2) 50

損なわず保持し続けたコンクリート構造物として貴重な存在であるばかりでなく、長期材令でのコンクリー

トの強度及び耐久性に関する研究例が少ないことから、施工時から 年(西暦 年まで)にわたる曝露試験200 2146

が計画された。橋梁の解体は平成 ～ 年(建設後 年経過)にかけて行われ、それと同時に実施されたコンク8 9 55

リートの物理試験、物理化学試験及び鉄筋調査等の一次調査の結果について報告がなされている 。3 , 4 , 5) ) )

本報告は一次調査から 年が経過(建設後 年経過)した供試体の圧縮強度試験について述べるものである。5 60

２．長期耐久性試験の概要

２１ 桁採取位置.

耐久性試験のために用いる桁ブロッ

クは、外側と比較して、供用期間中の

環境の影響をあまり受けていない中桁

を用いることとした。図１に長期耐久

性試験で用いる桁ブロックの採取位置

を示す(斜線部分)。

２ ２ 長期耐久性試験で実施する試.

験項目

表１に初代十勝大橋の長期耐久性試

験において実施する試験項目と試験間

隔を示す。

圧縮強度試験を 年ごとに行い、粉5

末 線解析、中性化試験、化学分析試X

験等の物理化学試験を 年ごとに行10

うこととし、平成 ～ 年度にかけて8 9

実施した一次調査時の値を初期値と

した。

２３ 曝露状況.

上記試験項目について、降雨や風

雪等の環境条件の差異による影響を

調べるため、屋根付き状態のものと、屋根なしで曝露されたものについて試験を実施することとし、苫小牧

市字美沢において、写真１のような状態で、桁ブロックを曝露している。
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表１ 長期耐久性試験における試験項目及び試験間隔

試 験 項 目 試験間隔

物 理 試 験 圧縮強度試験 年ごと5

外観観察、光学顕微鏡(反射法及び透過法)
粉末 線解析、示差熱分析、熱質量分析X

物理化学試験 細孔構造(水銀圧入法)、気泡組織 年ごと10
EPMA CMA/EPMA吸着比表面積、 、

、中性化試験、再水和発熱試験SEM/EDS
赤外吸収スペクトル、化学分析試験

図１ 桁ブロックの採取位置
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３．圧縮強度試験結果

３１ 試験方法.

図２に示すように、コア切

取り本数は、屋根付き状態の

ものを桁の縦方向に 本、屋根3

なし状態のものを同様に 本と3

した。コンクリートコアは、

曝露している桁ブロックの表

面から直径 ×高さ 程15cm 40cm

度となるように採取し、それを

コンクリートカッターで高さが 程度になるよう整形した後、両端が所定の平面度となるよう自動研磨を30cm

行った。

３２ 圧縮強度の緒元.

表２に初代十勝大橋の第 径間の複碇着桁部材に関する圧縮強度の緒元を示す。7

材令 日おける平均圧縮強度は、現場養生で 、恒温養生で となっている。28 16.7N/mm 25.5N/mm2 2

長期耐久性試験の対象となる第 径間においては、供用後 数年経過した一次調査(平成 年)では、平均で7 50 8

となっており、 日現場養生の約 倍、恒温養生の約 倍になっている。50.3N/mm 28 3 22

また、今回実施した結果によると、平均圧縮強度は、屋根なし状態では で一次調査時と同程度、50.5N/mm2

屋根あり状態で で一次調査時よりもやや小さめの値となっている。45.2N/mm2

この原因に関しては、建設当時におけるセメント等の品質のバラツキや保存状態の違いによるものなどが

考えられるが、今後継続して実施される物理化学試験等により、明らかにされてくるものと思われる。
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表２ 第 径間の複定着桁部材における圧縮強度の諸元7

許容圧縮 設計基準 日強度 一次調査 平成 年(今回)28 13
配合強度

応 力 度 強 度 現 場 恒 温 ( 年) 屋根なし 屋根ありH8

N/mm 6.4 19.1 22.0 16.7 25.5 50.3 50.5 45.2平 均 値 ( )2

N/mm 2.25 3.63 5.03 9.60 6.18標準偏差 ( )2
3設計基準強度＝許容圧縮応力度×

13.5 14.2 10.0 19.0 13.7変動係数 (％)
1.15配合強度＝設計基準強度×

8 4 4 3 3試験本数 (本)

写真１ 桁ブロックの曝露状況 図２ コア採取位置
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